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 洪水…ヒンドスタン平野では毎年洪水が起きており、例年、数千人が命を堕とし、数百人が家を失い、八〇〇万ヘクタールの農地が被害に遭っている。インドでは年間降水量の七五％がモンスーンの季節（六〜九月）に集中している。そのため、この時期にはほぼ全ての河川が増し、土砂堆積、排水路 氾濫土地の浸水が発生している。四〇〇〇万ヘクタールの土地が洪水に対し脆弱であり、毎年三〇〇〇万人が洪水 影響を被って
いる。洪水は乾燥地帯や半乾燥地帯では深刻な干ばつをも引き起こしている。 （国土面積の約一二％が洪水の起こりやすい域となっている。 ）
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 国レベル、州レベル、県レベルで、それぞれ「国家災害管理局（ＮＤＭＡ） 」 、 「州災害管理局 （ＳＤＭＡ） 」 、 「県災害管理局（ＤＤＭＡ） 」を設置。
 ⑵







































ら「最高」の地震危険区域に所在する大学一五校の大学図書館職員に無作為で電話で連絡を取った。その中で、災害計画を設けている大学図書館はなく、消火器が設置されているのみであった。図書館職員への訓練は、消火器の設置時に行われただけで、継続的には実施されていない。防災訓練が過去に実施されたことはない。大学図書館職員等は、大学図書館 災害計画に関して無頓着な様子であった。一部の大学図書館では煙・火災警報機すら設置されておらず、これまで何事もなかったので必要ないと考えているようである。現状を当然のこととみなすため、関心に ってし うのだ。大学図書館員等は、大学内の他の部署では災害管理のワークショップや訓
練を実施していると堂々と述べていた。インド国内の大学図書館のウェブサイトで災害計画に関する情報がほとんど掲載されていないのは、このためである。　
図書館情報学の文献、ウェブサ














































































る最高機関である。この大学認定機関が全大学図書館 対して災害計画の策定を義務づけ べきである。また、大学当局が災害計画の策定および実施を取りはからわねばならない。さらに、 図書館職員、大学のエンジニア、建築士、そし
て自校の図書館ですでに災害計画を実施している専門家といえる図書館職員などで構成されるチームを編成して計画を策定するべきある。新規の建物であれば建設時にこれ 念頭に置くことができが、すでに稼働している大学図書館については、計画を策定し、その計画を字義上 おいても精神においてもしかるべく実施すべきである。図書 職員が定期的に訓練を受け、防災訓練では図書館職員のみならず、教員や学生も参加して、緊急事態が起きた場合について認識させるようにしなければならない。　
インドにおける図書館と情報の
専門職員は、専門家の意見を聞いて、自校の図書館の災害計画を策定する責任を負うべきである。図書館協会がワークショップやセミナーを開催して、こ 見落とされてきた分野の重要性に光を当てることが求められる。（T
rishan
jitK
aur ／パンジャーブ大
学図書館情報学部教授）
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